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平成 30 年 3 月 2 日 
 

報道機関 各位  
 

東北大学マリンサイエンス復興支援室 

 
東日本大震災から 7 年が経過しました。陸上の復興が目に見えて進んでいる

一方、海でも漁業が再開し、養殖業も徐々に増加するなど、復興の道筋が見え

てきた状況にあります。陸上では人々の目で復興状況を把握することができま

すが、海の中はどうでしょうか。震災によって海の状況がどのように変化した

のか、その後どのように回復してきたのかが分からなければ漁業復興は為し得

ません。 
宮城水産復興連携協議会は宮城県、東北区水産研究所および、東北大学におい

て東日本大震災からの漁業復興に関する研究を行っている研究者により結成され、こ

れまで共同研究や情報共有などにより、共に漁業復興支援を行ってきました。 
このたび、これまでに行ってきた調査研究の成果を、宮城県を中心とした漁業関係

者、一般市民の方々に広く知っていただくことを目的として平成 30 年 3 月 17 日（土）

に被災地である女川町にて公開シンポジウム「震災と海 －変わりゆく海の環境と養殖

－」を開催いたします。 
本シンポジウムでは、震災後の漁業や養殖業の復興をテーマに、主に復興に向け

た養殖業の新たな取り組みなどを紹介いたします。 
つきましては、本シンポジウムを幅広くご周知いただくとともに、当日はご取材の上、

紙面・番組等でご照会いただけますと幸いです。 
なお、ご取材をご希望の場合は下記問い合わせ先までお知らせください。 

公開シンポジウム 

「震災と海－変わりゆく海の環境と養殖－」の開催 

問い合わせ先 
東北大学マリンサイエンス復興支援室 
担当：倉石恵 
電話：0225－90－3969 
E-mail：megumi.kuraishi.a8@tohoku.ac.jp 



 

 

公開シンポジウム「震災と海－変わりゆく海の環境と養殖－」 

 
■日時：平成 30 年 3 月 17 日（土）13:30～17:00（参加申し込みは不要です。） 
 
■会場：女川町地方卸売市場 2 階 大研修室（次頁をご参照ください） 
 
■内容・スケジュール： 
総合司会：宮城県水産技術総合センター所長 永島宏 
13:00-      開場 
13:30-13:40   開会・挨拶                        東北大学 木島明博 
13:40-13:50   ご挨拶                             女川町長 須田善明 
 
Ⅰ．特別講演 
13:50-14:20   長面浦におけるカキ養殖の取り組み 
                       神山庄一（JF みやぎ河北町支所） 

 
Ⅱ．成果報告 
14:20-14:40   宮城県の復興を加速する新しい高品質カキ養殖とブランド化のための実証研究  

神山孝史（東北区水産研究所） 
14:40-15:00   女川湾のホタテガイ養殖－養殖環境と成長について－ 

金子健司（東北大学マリンサイエンス復興支援室） 
15:00-15:20   東日本大震災後の宮城県沿岸におけるキタムラサキウニの分布及び発生状況について  

田邉徹（宮城県水産技術総合センター気仙沼水産試験場） 
15:20-15:30   休憩（10 分） 
15:30-15:50    ギンザケ養殖業の安定化、省コスト・効率化のための取り組み 
                       黒川忠英（北海道区水産研究所） 
15:50-16:10   新たな養殖種「ダルス」について 
                    本庄美穂（宮城県水産技術総合センター） 
16:10-16:30   女川湾の海洋調査の活用法－自然に優しい漁業復興を目指して－ 

藤井豊展（東北大学マリンサイエンス復興支援室） 
           
Ⅲ．総合質疑 
16:30-16:50   総合質疑（20 分） 
16:50-17:00   閉会・挨拶           東北区水産研究所所長 板倉茂 
 
主催：宮城水産復興連携協議会 

（東北大学大学院農学研究科・宮城県・東北区水産研究所） 
共催：女川町、東北大学女川フィールドセンター、 
    東北マリンサイエンス拠点形成事業（海洋生態系の調査研究） 
 



  
会場アクセス 

女川町地方卸売市場 2 階 大研修室 

所在地 
〒986-2282 宮城県牡鹿郡女川町宮ヶ崎字宮ヶ崎 87 番 

      （無料の駐車場をご用意しております。） 
（女川駅から会場までの無料シャトルバスをご用意しております。） 

 

 


